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熊本県バレーボール協会中学部会

感染症拡大による県のリスクレベルが「レベル２」に引き上げられ、
県教育委員会からも文書（通知）が発出されました。それに伴い本人
の症状次第では自宅休養になるとともに、同居の家族に発熱等の風邪
症状が見られる場合も自宅待機となりました。（個人の大会出場不可）
本大会に臨むにあたっては、それらを順守することはもちろんです

が、広域にわたる人流がある大会であることを考慮し、学校の取り扱
い以上に徹底した対策をとる必要があることを各チームが認識したう
えで、以下のことをお願いします。

１ チームの出場・選手等の参加の可否は学校の責任のもと行う。
（１）本人に発熱等の症状がある場合は参加することはできない。
（２）同居の家族に発熱等の症状がある場合は参加することはできない。
（３）濃厚接触者は指示された期間は参加できない。

※これらが守れない場合、チーム責任者は「倫理規定違反」となります。

２ 大会に参加するにあたり体調・参加者把握を強化する。
（１）男子は当日だけでなく、直近２週間の体調を考慮し参加すること。
（２）女子および29日に参加するチームは、大会当日までの体調を記載し

た資料（今回添付「様式３」）を作成し、各チームで保管しておくこと。
（３）引率者は、新型コロナウイルス接触確認アプリを利用すること。
（４）当日の体温３７度以上の選手がいる場合、再検温用の腋下体温計を

持参願います。

３ 基本的感染症予防行動様式の指導・実践を徹底すること。
（１）３つの密を避けた新しい行動様式の徹底を行うこと。
（２）手洗い・消毒等を含め、大会に臨むにあたって参加者への事前指導

を行い、行動管理をお願いします。
（３）館外待機は、原則、車中とする。館内のぞきは禁止です。

※会場校に対するマナーとしてチーム責任者は保護者に確実に伝えてください。

４ 大会参加後に行うこと
（１）帰宅後２週間程度の検温記録を確実に行うなど、健康観察に努める。
（２）各チーム、入場者名簿を２週間保管しておくこと。
（３）来場後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、

主催者に対して速やかに報告してください。

◆基本的対策については、これまでの「対策１～３」を講じながら、クラ

スター等が出ないよう感染防止に努め、みんなで大会を成功させましょう。


